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大きく育て美咲の子ども　将
みらい
来に向けて　華咲き誇れ

こんなことが決まりました
27年度決算を認定
13議員が町政を問う
表紙の写真は私たちです

主な内容
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町民と議会の直接対話
　 208人から叱咤・激励     

8月25日〜27日に町内3会場（中央・旭・柵原）で3日間同時開催しました。
会場で実施したアンケートのご意見を紹介します。（写真の方とご意見に関連はありません）

地域が限定されるような議員の質問を議会で行う
のはイメージが良くない。町全体の状況について
議員としての自覚を持って質問してほしい。

議会と町民は両輪のごとく
あるべき。

もっと若い人たちの意見が反
映されるような工夫が必要。

持続可能な社会を目指すための実践
的な例を示してほしかった。

貴重なご意見誠にありがとうございました
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町民と議会の直接対話
　 208人から叱咤・激励     

合併10周年記念事業
美咲町議会報告会・意見交換会

いつも原案どおり可決や作文
を読んでいるだけの議会では
意味がない。

議会は執行部の追認機関
ではないと覚悟すべき。

大変有意義な会であり、是非
続けてほしい。できれば意見
交換の時間をもっと長く。

将来に向けての夢を語り、
その夢を実現できる議会
であってほしい。
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一般会計歳入歳出内訳
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歳入113億143万円
自主財源は約28億円　借金の返済に約21億円

（25年度比5.6％の減）

26年度歳入歳出決算報告

厳しい中にも  徐々に改善傾向厳しい中にも  徐々に改善傾向厳しい中にも  徐々に改善傾向厳しい中にも  徐々に改善傾向

歳　入
113億　　　
    143万円 

町税
14億2,765万円

（12.6％）

繰越金
8億9,746万円（8.0％）

その他（負担金、使用料など）
　4億6,720万円（4.1％）

地方交付税
（国からの分配金）
59億8,149万円

（52.9％）

町債（借金）
6億4,170万円（5.7％）

国・県支出金
14億8,991万円

　（13.2％）

その他（交付金など）
3億9,602万円（3.5％）

人件費
19億2,175万円

（18.5％）

補助金など
12億7,858万円

（12.3％）

繰出金（特別会計へ）
14億9,696万円（14.4％）

災害復旧事業
1億6,870万円（1.6％）

歳　出
103億　　　
　9,173万円 

その他
（物件費など）
26億9,675万円

（26.0％）

公債費（返済金）
21億5,283万円

（20.7％）

普通建設事業 6億7,616万円（6.5％）　　　
事業費
8億4,486万円

     自主財源24.7％

依
存

財源75.3％

必要経費91.9
％

投資的経費8.1％
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監査委員はこう考える

［決算認定特別委員会委員長報告］
　26年度一般会計の実質収支は9億970万円の黒字決算となっている。町税の納付状況は、多額の
未収額が報告されており、全体的な徴収率を上げて自主財源の確保に努力を求めた。
　地方債（借金）の現在高は、132億6,406万円。前年と比較して13億3,000万円減少した。基金
（貯金）の残高は64億6,563万円。前年と比較して3億3,449万円増加している。
　本町の財政構造を見ると、経常収支比率が前年に比べて0.5％上昇、財政力指数も0.237に留まっ
ており厳しい状況であるが、実質公債費比率は前年より1.8％減少し除々に改善傾向にある。さらなる経
常経費の抑制を図り、一層の健全財政への努力を求めて26年度決算を承認した。

◆指定管理者制度
　地域間の類似施設において、管理費に相当
な格差が見受けられる。単年度の実績を踏ま
え、さらなる格差解消に努めること。

◆みさきネット事業の推進
　加入者への情報提供を充実させると共に加
入率のさらなる向上に努めること。

◆県事業の計画的な要望推進
　地域住民の要望を最大限に反映させ、計画
的かつ効率的な推進を図ること。

賛成13人 小林議員　左居議員　 山議員　延原議員　形井議員　岩野議員
金谷議員　江原議員　三船議員　松島議員　下山議員　山本議員　岡田議員

反対１人 松田議員 欠席１人 林田議員

○議長は採決に加わりません。

◆未収金の滞納整理
　公平な負担の原則から滞納整理に努め、全
庁的な徴収体制、一元的な取り組みを進め
ること。

◆生活保護費に係る事務の効率化
　本庁および支所の事務分担を見直し、事務
の効率化に努めること。

◆支所間バスの運行
　利用者も少なく運行経費に相当な負担を要
している。費用対効果の向上に努めること。

平成２６年度決算認定は　　　　 で可決

　２６年度決算審
査の過程で、保健
年金課の決算に
おいて「ひとり親
家庭等医療費」
が一部の世帯に

対して１年間全く支給されていない状況が
確認された。
　支給対象となる約３５万円は本来ならば
２６年度決算に含まれなければならない。さ
らに、この不祥事が全く報告されなかった。
　以上の事から決算認定には反対する。

　ひとり親家庭の
皆さんにご迷惑を
おかけしたことに
対して、１年前に
遡って全ての処置
を行い、職員の処
分も行ったとの報告を受けている。
　今後、二度とこのような不祥事を起こさ
ないという反省点も含めて決算認定に賛
成する。

　
採
　
決

で可決

討  論

賛成多数賛成多数

賛成多数賛成多数

賛成!!

松田英二議員 岡田　壽議員

反対!!
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美咲町ホームページを一新します旭保育園の子ども用トイレがより使いやすく

補
正
予
算

打穴体育館の机・椅子が新しくなります
９月３日～２４日まで定例議会が招集され２７年度　　　一般会計補正予算など３７件の議案が上程されました。
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重たかった机・椅子が使いやすく消防関連施設の維持・補修が必要に

　町のイメージアップを目指して、インターネットの
ホームページを新しく。
〔情報化推進費１,５３４万円〕

　打穴体育館に机20台、椅子150脚を新たに
配置。
〔体育施設管理費３１９万円〕

　栗子地区に設置した消防機庫に下水道を接
続、その他。
〔消防施設費１５０万円〕

　旭保育園の子ども用和式トイレを洋式トイレに
変更。
〔保育園管理費２５２万円〕
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加美小学校の老朽倉庫を更新旭グラウンドの照明設備を修繕

条
　
　
例

要
　
　
望

打穴体育館の机・椅子が新しくなります
９月３日～２４日まで定例議会が招集され２７年度　　　一般会計補正予算など３７件の議案が上程されました。
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。町

内
業
者
の
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に
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を

求
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要
望

美
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建
設
業
協
会

�

会
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に
お
い
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は
現
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も
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内
業

者
の
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築
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ら
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採

択
と
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た
。

　完成後20数年が経過した加美小学校器具
倉庫の更新を実施。
〔小学校管理費１３８万円〕

　旭グラウンドに設置している照明設備の配電
盤を修繕。
〔体育施設運営費８６万円〕

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を

求
め
る
意
見
書

　

地
方
交
付
税
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平
成
27
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。

委
員
長　
　

松
田　

英
二

副
委
員
長　

三
船　

勝
之

委　

員　
　

延
原　

正
憲

委　

員　
　

岩
野　

正
則

委　

員　
　

金
谷　

髙
子

委　

員　
　

松
島　
　

啓

委　

員　
　

下
山　

和
由

委　

員　
　

山
本　

宏
治

9月議会
でこんなことが
決まりました
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総務常任委員会からの報告
総務常任委員会は、総務課、まちづくり課、情報交通課、税務課が所管する予算その他の案件について審議を
担当しています。
委員長／山本宏治　副委員長／形井　圓　委員／延原正憲、江原耕司、三船勝之、貝阿彌幸善の6人で審議し
ています。

〔竹田市役所での研修会〕
　定住促進事業に積極的に取り組
んでいる先進地である大分県竹田
市の視察研修を８月６日に実施した。

   「内に豊かに、外に名高く」を基
本理念とした農村回帰宣言を平成
２１年に行って都会から竹田市に回
帰を促す体制構築に努力を続けて
いる。

　貴重な意見交換を踏まえ、本町
で対応可能な施策を提言していき
たい。

【総務課】
ふるさと納税

【情報交通課】
みさきネットの条例改正

【まちづくり課】
結婚推進事業

【税務課】
町税の滞納整理

委 員 会 の活動

ふるさと納税額２５０万円は実績額か。
今の段階で163万5,000円の納税があり、
250万円は年間の見込み額である。

みさきネット条例で、「業務区域は町長が定める」
という条文は修正の必要がある。
新規設置の際に莫大な費用を想定したものだ
が、「業務区域は町内全域とする」に修正する。

婚活イベントの実施予定はあるのか。
今年11月4日に「まきばの館」で婚活イベント
の開催を予定している。今後も順次企画を立案
して進める。

町税の滞納整理に専属職員を配置する考えはな
いか。
県滞納整理組合のノウハウなどを学びながら滞
納整理に努力する。

問

問

問

問

答

答

答

答
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執行部に対して意見を付す
《ひとり親家庭等医療費未払いへの対応》
　ひとり親家庭等医療費については、26年度給付分が
一部未払いの状態で放置されていた。
　①早急な支払い手続きの完了
　②未払いの原因を究明し、時系列で報告
　③再発防止策の詳細な説明
以上3点について執行部の早急な対応を求める。

【教育総務課】
テムズへの短期留学

民生・教育常任委員会からの報告
民生・教育常任委員会は、住民課、健康福祉課、子ども課、福祉事務所、教育総務課、生涯学習課が所管する
予算その他の案件について審議を担当しています。
委員長／松島　啓　副委員長／金谷髙子　委員／林田　実、小林達夫、左居喜次の5人で審議しています。

〔玉名市元気会との勉強会〕
　介護予防および健康づくりの
先進地である熊本県玉名市「たま
な元気会」の視察研修を８月４日
に実施した。

　事業主体は住民であり、高齢者
を中心とした活動を行政からの補
助金には極力頼らず行っている。

　本町のこれからの健康づくり、
介護予防にも参考にしていきた
い。

中学生のテムズへの短期留学は毎年選考基準が違
っている。統一すべきではないか。
考え方がいろいろあり、今回は3年生だけにこ
だわらず抽選にした。今後検討したい。

問

答

【住民課】
新クリーンセンター稼働

【子ども課】
保育園での要望事項

【福祉事務所】
生活困窮者自立支援

ゴミ収集運搬に地元業者の参
入はできないか。
搬入時に中身の検査がある。
ゴミの分別が徹底できれば
地元参入も考えられる。

各保育園で整備が必要なとこ
ろはないか。
かめっこと柵原東で玄関扉
が重く危険である。早急に交
換したい。

生活困窮者自立相談支援事業
の成果はあったのか。
作業所へ1人就労した。4月
から15件くらいの相談が
ある。

問 問 問

答 答 答
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執行部に対して意見を付す
《公共下水道雨水対策の計画変更》
　平成24年度以降で公共下水道雨水対策に取り組ん
できたが、ここに来て大幅な計画変更が行われてい
る。これまでに支出された経費総額、補助金の返還、
新計画と旧計画の比較などの数値を示した納得のい
く説明を求める。

【上下水道課】
水道メーターの交換

【産業課】
６次産業化に向けた推進

【建設課】
道路維持管理費の増額

産業・建設常任委員会からの報告
産業・建設常任委員会は、上下水道課、産業課、建設課が所管する予算その他の案件について審議を担当して
います。								      
委員長／下山和由　副委員長／岩野正則　委員／ 山　剛、松田英二、岡田　壽の5人で審議しています。

水道メーターの交換費用が計上されているが、全
部交換するのか。
今回550軒交換する。メーター寿命は法律で
8年と決まっている。このため全部の交換が必要
となる。

山村活性化支援交付金１,００５万円の内容は。
旭地域の営農組織などの各種団体が特産物の加
工・開発に取り組むための新規事業で、3年間
実施する。

この時期に道路維持管理費が２,７００万円も増額さ
れる理由は何か。
道路の陥没や側溝の修繕など地元要望、行政相
談などに対応するため必要となる予算。

問

問 問

答

答
答

〔繁盛する大山町農協直営店舗〕
　６次産業化の先進地、大分県日
田市大山町農協の取り組みについ
て８月５日に視察研修を実施した。
　特産物販売所と農家レストラン
を融合させた店舗「木の花ガルテ
ン」を９店運営することで、約８００
世帯の農家の収益を確保する体制
が確立されている。
　本町においても農家の収益が増
加し、次の世代への継承がスムー
ズに引き継がれる体制づくりの確
立を目指していきたい。

委 員 会 の活動
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【教育総務課】
スクールカウンセラー

決算認定特別委員会からの報告
決算認定特別委員会は、議会が承認した予算が適正に執行されているかを確認するため、全ての課が所管する
決算について審議を担当しています。								      
委員長／岩野正則　副委員長／江原耕治　ほか全議員を委員とする16人で審議しています。

〔26年度から黄福タクシー制度を
   全域に導入〕
○登録者数
○利用人数
○個人負担
○町 負 担

○利用できる会社
（平成２７年度９月末現在）

・有本タクシー　
・西川タクシー
・介護タクシーそよ風
・介護タクシーみあげ　

１,４３６人
２１,０３３人

１６,９８４,６２０円
２２,２０９,１００円

（平成２６年度末現在）

【生涯学習課】
美咲町史編纂

【上下水道課】
水道料金滞納処理

スクールカウンセラーを配置
したことで変化はあったか。
学校の先生では対応できな
いことについて、着実に成果
が出てきている。

町史編纂に着手して２年が経
過、完成時期は。
28年に地区誌編を出版し順
次進めて32年度までには編
纂を完了させる。		

水道料金を滞納すると水道は
止められるのか。
料金を3カ月滞納すると水
道停止の措置をとっている。
停止通知でほぼ入金となる。

問 問 問

答 答 答

【総務課】
合併10年の検証

【子ども課】
児童虐待相談

【健康福祉課】
ひとり親家庭医療費

合併後１０年が経過したが、合
併効果の検証はできたか。
当時の数値比較はできるが
適正化については検討の必
要がある。

育児放棄が増加傾向にある。
対策は。
親育ちができていない。給付
金などの経済的支援で虐待
連鎖を断ち切りたい。

ひとり親家庭への医療費が給
付されていないのはなぜか。
26年度の事務手続きにミス
があり、一部の医療費が給
付できなかった。

問 問 問

答 答 答
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議　長 243日
（町外・県外を含む）

副議長 148日
（町外・県外・国外を含む）

議員（14人） 平均133日
（町外・県外・国外を含む）

各議員によって異なりますが、表記の数字に各地
域行事への参加日数が加算されることになります。

議　長 31万5,000円

副議長 26万2,000円

常任委員長 24万6,000円

議　員 24万円

※表記の報酬に加えて期末手当を６月に1.45カ月分と12月に1.65カ月分支給しています。

※議会だより編集委員６人には年額４万円（委員長は５万円）を支給しています。

※議会選出の監査委員１人には、出頭日数×7,400円を支給しています。

※組合議会開催時には、各組合から費用弁償を支給しています。

◆他の市町村議会が支給している政務活動費・委員会手当などは支給していません。

項　　　目 金　　　額

議員人件費    6,155万9,574円

一般職員人件費    1,279万390円

経常管理費    472万5,691円
（議長交際費29万5,800円含む）

各種負担金（退職議員の年金など）    3,045万1,000円

合計  1億952万6,655円
（一般会計に対して1.05％）

議 会 費 あれこれ
どれくらいお金がかかっているの？
議会運営にはこのくらいかかっています。

何日くらい活動しているの？
年間の活動日数です。

報酬ってどれくらい？
月額報酬は次のとおりです。

Q

QQ

A

AA
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ページ 議員名 質　　問　　内　　容

14 延原　正憲 １．税外収入の確保策をどう考えるか
２．みさきネットの普及策展開は

15 下山　和由 １．進む高齢化社会に早めの対応を
２．農地を荒廃させない方策は

16 小林　達夫 １．イベント時の駐車場に中学校グラウンドを
２．積極的なイベント参加で地元PRを

17 三船　勝之 １．農業構造改革の考えは
２．古民家修繕の補助金を制度化する考えは

ページ 議員名 質　　問　　内　　容

18 左居　喜次 １．美咲町いのち・平和の日制定を
２．両山寺の護法祭を国宝へ

19 山　　剛 １．住民の要望に添った道路整備を
２．なぜ８月分の介護保険料は高かったか

20 形井　　圓

１．通学路の危険を取り除く努力を
２．危険箇所整備についてはその都度要望すべき
◇　各種補助金の漏れのない支給に努力を
◇　職員の安全管理はどのように実施しているか

21 岩野　正則 １．有害鳥獣対策に今以上の取り組みを
２．町が元気になる取り組みを

22 松田　英二 １．マイナンバー制度のメリットとは
２．地方交付税の減額は緩和されないのか

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、
町
長
・
教
育
長
な
ど
に

　
　
　
　
町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
に
は
、

2
問
ま
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。

掲
載
で
き
な
か
っ
た
質
問
は

◇
で
表
示
し
て
い
ま
す
。

ページ 議員名 質　　問　　内　　容

23 松島　　啓
１．地域包括ケアシステムの構築を
２．ごみの分別、排出方法の徹底を
◇　介護予防につながる取り組みは

24 山本　宏治
１．ふるさと納税に美咲町ならではのお返しを
２．電気柵の安全使用の徹底を
◇　町民の意見を次年度予算へ反映させるべき

25 金谷　髙子
１．柵原中学校その後の検討は
２．気兼ねなく利用できるサポートセンターに
◇　共同調理場の計画は

26 岡田　　壽
１．公共施設の管理計画策定はまだか
２．地元に残る人へも恩恵を
◇　マイナンバー制度の影響は

町
政
を
問
う



町政を問う
一般質問

質問

答弁

質問

答弁
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税外収入の確保策を
どう考えるか

みさきネットの
普及策展開は

プロジェクトを組んで
研究する

おくやみ放送を４月から実施中

問　
合
併
特
例
に
よ
る

地
方
交
付
税
の
減
額

な
ど
、
今
後
の
財
政
運
営

は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
。

   「
入
り
を
図
っ
て
、出
を

制
す
る
」
が
財
政
の
大
原

則
で
あ
る
。

　
遊
休
町
有
地
の
売
却
実

績
と
処
分
方
針
を
問
う
。

答
畑
尾
ま
ち
づ
く
り
課
長

　

過
去
３
年
間
の
売

り
払
い
実
績
は
33
件
５
，

２
９
３
万
円
で
あ
る
。

　

現
在
、公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
で
全
て
の
町
有
財

産
を
洗
い
出
し
て
お
り
、そ
の

管
理
計
画
の
中
で
処
分
の
基

本
方
針
を
定
め
る
。

　

不
要
な
普
通
財
産
は
原

則
広
報
み
さ
き
に
掲
載
す

る
な
ど
、
公
表
し
た
後
に

一
般
競
争
入
札
で
処
分
を

進
め
る
。

問　
普
通
財
産
の
売
却

以
外
の
税
外
収
入
策
は
。

答
定
本
町
長

　

税
外
収
入
を
確
保

す
る
こ
と
は
、
我
が
町
に
と

って
大
変
有
意
義
な
こ
と
だ
。

①
ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進

②
小
型
水
力
発
電
に
よ

る
売
電

③
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

広
告
収
入

④
定
期
預
金
で
運
用
し

て
い
る
基
金
の
運
用

方
法
の
見
直
し

な
ど
を
考
え
て
お
り
、
今

後
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立

ち
上
げ
て
研
究
を
進
め
る
。

問　
こ
れ
ま
で
、み
さ
き

ネ
ッ
ト
の
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
加
入
促
進
策
と
し

て
お
く
や
み
情
報
を
デ
ー

タ
放
送
し
て
は
ど
う
か
と

提
案
し
て
い
た
が
、す
で
に

ｄ
ボ
タ
ン
で
確
認
で
き
る
。

　
町
民
に
周
知
さ
れ
て
い

る
の
か
。

　
ま
た
、
４
月
以
降
の
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
拡
大
策
で

ど
の
く
ら
い
の
実
績
が
上

が
っ
た
の
か
。

答
遠
藤
情
報
交
通
課
長

　

お
く
や
み
情
報
は

４
月
か
ら
文
字
情
報
で
放

送
し
て
い
る
が
、
周
知
で

き
て
い
な
い
。

　

画
面
で
の
確
認
方
法
も

含
め
、
広
報
で
お
知
ら
せ

し
た
い
。

　

今
年
７
月
末
で
の
加
入

件
数
は
３
，
７
８
９
軒
で

大
き
な
動
き
は
な
い
。

問　
町
民
が
職
員
を
身

近
に
感
じ
ら
れ
る
方

策
の
一
つ
と
し
て
告
知
放

送
を
全
職
員
が
交
代
で
担

当
す
る
方
法
に
戻
し
て
は

ど
う
か
。

答
定
本
町
長

　

職
員
の
上
手
・
下

手
の
問
題
や
、
職
員
へ
の

放
送
指
導
の
手
間
の
問
題

な
ど
課
題
も
あ
る
。

　

現
在
、
放
送
し
て
い
る

み
さ
き
ネ
ッ
ト
の
担
当
者

は
、
専
門
的
な
講
習
を
受

け
て
お
り
、
適
任
と
考
え

て
い
る
。

　

希
望
す
る
職
員
に
は
担

当
さ
せ
る
考
え
で
あ
る
。

延原正憲 議員

議員は暑中見舞い・年賀状などの挨拶状を出すことが禁止されています。

入札に参加してネ

リモコンのdボタンで見てね



町政を問う
一般質問

質問

答弁
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下山和由 議員

進む高齢化社会に
早めの対応を

農
地
を
荒
廃
さ
せ
な
い
方
策
は

集
落
営
農
組
織
な
ど
紹
介
す
る

行政と地域全体での
見守りが重要

問　
全
国
的
に
人
口
減

少
が
進
み
、高
齢
化
社

会
が
さ
ら
に
進
ん
で
い
る
。

　
本
町
で
も
地
区
に
よ
っ

て
は
限
界
集
落
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
状
況
下

に
あ
り
、
独
居
老
人
、
高

齢
者
世
帯
へ
の
対
応
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　
行
政
と
し
て
独
居
老
人

カ
ル
テ
な
ど
作
成
し
、各
総

合
支
所
に
配
布
し
、宿
日
直

者
で
も
即
対
応
で
き
る
体

制
も
大
事
で
は
な
い
か
。

　
以
前
よ
り
訪
問
が
減
っ

た
と
の
声
を
聞
く
が
、細
や

か
な
対
応
は
で
き
な
い
か
。

答
福
田
福
祉
事
務
所
長

　

27
年
４
月
１
日
現

在
で
、
１
４
４
人
が
一
人

暮
ら
し
。

　

23
年
８
月
か
ら
災
害
時

要
援
護
者
等
登
録
制
度
を

設
け
、事
前
に
自
分
の
情
報

を
町
に
登
録
し
、
避
難
援

助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

体
制
を
整
備
し
て
い
る
。

答
桑
元
健
康
福
祉
課
長

　

訪
問
に
つい
て
は
特

に
力
を
入
れ
て
い
る
が
、
行

き
届
か
な
い
部
分
を
サ
ポ
ー

タ
ー
な
ど
に
補
っ
て
い
た
だ

き
な
が
ら
対
応
し
た
い
。

答
村
島
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
長

　

認
知
症
傾
向
の
あ
る
高

齢
者
へ
は
、
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
や
小
地
域
ケ
ア

会
議
で
全
体
的
な
見
守
り

が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

問　
第
４
期
対
策
中
山

間
地
域
等
直
接
支

払
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
集
落
に
よ
っ
て
は
、
協

定
か
ら
脱
会
者
も
出
て
お

り
、
今
後
さ
ら
に
荒
廃
農

地
の
増
大
が
予
想
さ
れ
る
。

　
加
入
状
況
と
今
後
の

維
持
に
つ
い
て
対
応
策

は
あ
る
の
か
。

　
事
務
手
続
き
、提
出
書

類
が
難
し
い
が
、簡
素
化

で
き
な
い
か
。

　
ま
た
、担
当
課
か
ら
の

さ
ら
な
る
指
導
が
求
め

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
畝
本
産
業
課
長

　

中
山
間
地
域
直
接

支
払
制
度
は
、
平
成
12
年

か
ら
始
ま
っ
た
制
度
で
、
現

在
15
年
が
経
過
し
て
い
る
。

　

第
３
期
対
策
で
は
、
１

０
６
集
落
が
取
り
組
ん
だ
。

　

交
付
面
積
は
、
１
，
０

６
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ

っ
た
が
、第
４
期
対
策
で

は
、１
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
。

　

今
後
は
、
協
定
を
取
り

や
め
る
場
合
に
は
、
最
低

人
数
で
の
存
続
を
勧
め
る
。

　

荒
廃
農
地
へ
の
懸
念

に
は
集
落
営
農
組
織
へ

の
紹
介
な
ど
に
よ
り
対

応
し
て
い
き
た
い
。

　

支
所
へ
も
担
当
を
設
け

て
い
る
。
担
当
へ
相
談
し
て

も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、
提

出
書
類
の
簡
素
化
を
図
れ

る
よ
う
努
力
し
た
い
。

町政を問う
一般質問

質問

答弁

町政を問う
一般質問

質問

答弁

議員が選挙区内にある者に対して、寄付をすることはいかなる名義でも禁止されています。

昔は田んぼだったのになぁ…

見守りの輪を広げましょう



町政を問う
一般質問

質問

答弁

質問

答弁
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小林達夫 議員

イベント時の駐車場に
中学校グラウンドを

積極的なイベント参加で
地元ＰＲを

学校施設としての維持が
優先のため考えていない

卵を中心として意欲的に取り組む

問　
本
町
に
は「
さ
く

ら
ま
つ
り
」「
た
ま

ご
ま
つ
り
」「
ぽ
っ
ぽ
ま
つ

り
」な
ど
い
ろ
い
ろ
な
行

事
が
あ
る
。

　
中
で
も
ふ
る
さ
と
夏
祭

り
は
、花
火
が
間
近
で
見
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
で
町
外

か
ら
の
来
場
者
も
多
い
が
、

毎
年
、駐
車
場
が
少
な
い
と

い
う
声
を
よ
く
聞
く
。

　
た
く
さ
ん
の
人
に
来
て

も
ら
え
る
よ
う
に
、
近
く

の
中
央
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
駐
車
場
と
し
て
使
用

す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
泉
教
育
長

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
造
成
か

ら
ま
だ
ま
だ
落
ち
着
い
て
お

ら
ず
、
緊
急
時
や
災
害
時

以
外
は
、
落
ち
着
く
ま
で

車
を
入
れ
な
い
予
定
だ
。

問　
イ
ベ
ン
ト
時
に
は

渋
滞
の
た
め
、
近
隣

住
民
や
商
店
が
無
断
駐
車

を
さ
れ
困
っ
て
い
る
。

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
に
費

用
が
か
か
る
な
ら
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

主
催
で
有
料
駐
車
場
に
し
、

そ
の
収
益
を
グ
ラ
ウ
ン
ド
整

備
費
に
あ
て
て
は
ど
う
か
。

答
泉
教
育
長

　

学
校
施
設
と
し
て

部
活
動
な
ど
で
使
って
い
る
。

　

か
つ
て
駐
車
場
と
し
て

利
用
し
た
時
期
も
あ
っ
た

が
、
利
用
後
、
非
常
に
困

っ
て
い
た
と
聞
い
て
い
る
。

　

今
後
、
検
討
も
す
る
が

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

問　
本
町
は
、「
た
ま
ご

か
け
ご
は
ん
」や「
た

ま
ご
ま
つ
り
」
な
ど
卵
に

関
連
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
町

の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
、さ
ら
な
る
町
の
Ｐ

Ｒ
に
つ
な
げ
る
方
策
と
し

て
▽
卵
料
理
の
コ
ン
テ
ス
ト

▽
日
本一の
卵
焼
き
な
ど
誰

で
も
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン

ト
を
考
案
し
て
は
ど
う
か
。

答
定
本
町
長

　

た
ま
ご
ま
つ
り
は

久
米
郡
商
工
会
中
央
会
の

主
催
で
や
っ
て
も
ら
っ
て

い
る
の
で
、
質
問
の
内
容

に
つ
い
て
伝
え
て
お
く
。

　

今
の
と
こ
ろ
は
卵
を
中

心
と
し
て
や
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
が
、
ほ

か
に
も
ピ
ザ
、
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
、
焼
酎
な
ど
の
商

品
も
伸
ば
し
て
い
き
た
い
。

問　
岡
山
ご
当
地
グ
ル

メ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

産
業
課
で「
た
ま
ご
か
け
ご

は
ん
」を
登
録
し
て
い
る
。

　
11
月
29
日
に
「
岡
山
グ

ル
メ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
イ

ン
み
さ
き
」
が
本
町
で
開

催
さ
れ
る
。

　
町
と
し
て
積
極
的
に
イ

ベ
ン
ト
へ
参
加
す
る
考
え

は
あ
る
か
。

答
定
本
町
長

　

本
町
で
開
催
さ
れ

る
グ
ル
メ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
に
は
、「
た
ま
ご
か
け
ご

は
ん
」
の
出
店
を
考
え
て

い
る
。

議員は選挙区内の運動会やスポーツ大会への差し入れが禁止されています。

この町をもっと盛り上げよう
（黄福広場）

多目的な活用ができればいいのに
（中央中学校）
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三船勝之 議員

農業構造改革の考えは

古
民
家
修
繕
の
補
助
金
を

　
　
　
　

 

制
度
化
す
る
考
え
は

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
の

　
　
　
　
　 

必
要
性
は
感
じ
て
い
る

複合型営農組織の設立を
推進する

問　
農
業
、林
業
は
本
町

の
基
幹
産
業
で
あ
る
。

　
国
は
、
農
地
の
集
約
化

を
し
な
が
ら
大
型
農
業
に

移
行
さ
せ
る
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
。

　
現
在
の
本
町
の
地
形
を

考
え
る
と
、
大
型
農
業
に

も
限
界
が
あ
る
。

　
合
併
10
周
年
、地
方
創
生

元
年
に
あ
た
り
、本
町
の
気

候
風
土
に
適
し
た
新
し
い

農
業
形
態
推
進
の
考
え
は
。

答
畝
本
産
業
課
長

　

集
落
営
農
組
織
の

設
立
を
図
り
、
水
稲
中
心

の
営
農
組
織
か
ら
果
樹
な

ど
他
の
作
物
を
加
え
た
複

合
型
の
営
農
組
織
設
立
の

推
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

答
定
本
町
長

　

複
合
型
農
業
へ
転

換
を
考
え
て
い
る
が
、
今
は

ブ
ド
ウ
の
推
進
に
力
を
入

れ
て
お
り
、
香
港
や
シ
ン
ガ

ポ
ー
ルへ
も
輸
出
し
て
い
る
。

　

近
隣
で
も
台
湾
へ
ブ
ド

ウ
の
輸
出
を
始
め
て
お

り
、
産
地
間
競
争
に
な
っ

て
く
れ
ば
、
品
物
に
よ
っ

て
勝
ち
負
け
が
出
て
く
る
。

　

近
隣
の
ブ
ド
ウ
を
中
央

地
域
の
ブ
ド
ウ
集
荷
場
に

集
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

「
美
咲
ブ
ド
ウ
」
と
い
う
名

前
が
正
式
に
使
え
、
ブ
ラ
ン

ド
力
も
高
ま
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。

問　
定
住
促
進
に
は
、

子
育
て
支
援
、少
子

化
対
策
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
面
か
ら
の
施
策
が
考

え
ら
れ
る
が
、特
に
古
民

家
の
修
繕
な
ど
の
補
助

金
制
度
を
条
例
化
す
る

考
え
は
な
い
か
。

　
し
っ
か
り
と
条
例
化

し
、本
町
へ
住
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
な
施
策
を
打

ち
出
す
べ
き
で
は
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

　
ま
た
、単
独
町
費
で
で

も
や
ら
な
け
れ
ば
、定
住

者
、移
住
者
に
本
当
に
来

て
も
ら
え
る
町
に
は
な

ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答
畑
尾
ま
ち
づ
く
り
課
長

　

県
外
か
ら
の
移
住

者
の
空
き
家
改
修
に
限
定

し
た
県
の
補
助
事
業
は
あ

る
が
、
単
独
町
費
の
補
助

に
つ
い
て
も
考
え
て
い
く
必

要
性
は
感
じ
て
い
る
。

　

空
き
家
に
つ
い
て
は
、

片
づ
け
が
で
き
て
い
な

い
家
が
大
半
で
あ
る
。

　

ま
ず
所
有
者
に
片
づ

け
を
促
す
よ
う
な
施
策

を
考
え
て
い
る
。

町政を問う
一般質問

質問

答弁

町政を問う
一般質問

質問

答弁

議員は病気見舞金を出すことが禁止されています。

住みやすい町への第一歩
（古民家修繕）

農業の進むべき道は
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左居喜次 議員

美咲町いのち・平和の日
制定を

両山寺の護法祭を
国宝へ　　

さまざまな意見を伺い
協議する

できる方法を県に確認したい

問　
住
み
や
す
い
平
和

な
社
会
を
築
い
て
い

く
た
め
に
、家
庭
、学
校
、

社
会
全
体
で
命
・
平
和
に

つ
い
て
学
び
、
考
え
る
こ

と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
家
庭
に
お
い
て
の
教
育

が
特
に
大
切
と
思
わ
れ
る

が
、
本
町
の
小
学
校
、
中

学
校
で
の
命
・
平
和
の
教

育
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
る
の
か
。

　
ま
た
、
町
民
み
ん
な
で

命
・
平
和
に
つ
い
て
学

び
、
考
え
る
「
美
咲
町
い

の
ち
・
平
和
の
日
」
を
制

定
し
て
は
ど
う
か
。

答
泉
教
育
長

　
具
体
的
に
、
小
学

校
で
は
平
和
集
会
を
設

け
、
平
和
に
関
す
る
視
聴

覚
教
材
の
視
聴
、
地
域
の

方
を
お
招
き
し
て
の
平
和

学
習
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

中
学
校
で
は
、
修
学
旅

行
で
の
平
和
学
習
を
行
っ

て
い
る
。

　

ま
た
、
毎
年
11
月
に
は

３
中
学
校
合
同
で
経
験
豊

富
な
外
部
講
師
に
よ
る
心

と
命
の
人
権
教
育
講
演
会

を
実
施
し
、
保
護
者
に
も

参
加
を
募
っ
て
い
る
。

  

「
美
咲
町
い
の
ち
・
平

和
の
日
」
制
定
に
つ
い
て

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を

通
じ
て
幅
広
い
意
見
を
伺

い
な
が
ら
協
議
す
る
。

問　
今
年
で
７
４
０
回

目
の
祭
典
が
執
り
行

わ
れ
た
両
山
寺
護
法
祭
だ

が
、
後
継
者
不
足
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
。

　
現
在
は
、岡
山
県
指
定
重

要
無
形
文
化
財
、美
作
の
護

法
祭
と
し
て
国
選
択
無
形

民
俗
文
化
財
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
、
国
の
重
要
無
形

民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ

れ
ば
存
在
機
運
も
高
ま
り
、

地
域
の
活
性
化
に
も
役
立

つ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
働
き

か
け
る
考
え
は
な
い
か
。

　
ま
た
、祭
典
時
に
使
わ
れ

る
遊
歩
道
は
、平
成
４
年
に

整
備
し
た
が
、年
数
の
経
過

と
と
も
に
傷
ん
で
き
て
い

る
。
整
備
は
で
き
な
い
か
。

答
鈴
鹿
生
涯
学
習
課
長

　

大
変
長
い
歴
史
と

伝
統
あ
る
奇
祭
と
し
て
、

護
法
祭
は
後
世
に
伝
え
る

べ
き
も
の
だ
と
考
え
る
。

　

平
成
６
年
に
美
作
の
護

法
祭
記
録
作
成
委
員
会
に

よ
り
学
術
調
査
を
行
い
、

文
化
庁
へ
調
査
書
が
提
出

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
基

づ
い
て
国
が
調
査
し
認

定
、
登
録
と
な
る
。

　

現
在
は
両
山
寺
と
久
米

南
町
の
２
つ
の
寺
で
護
法
祭

が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、久
米

南
町
の
教
育
委
員
会
と
も

相
談
し
、国
宝
へ
登
録
で
き
る

方
法
を
県
に
も
確
認
し
た
い
。

　

遊
歩
道
に
つ
い
て
は
調
査

し
、
早
急
に
回
答
し
た
い
。

議員はお中元やお歳暮を出すことが禁止されています。

8月14日 深夜 神が跳ぶ
（山陽新聞社から提供）

命・平和の教育
今、そして明日、笑顔のために
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山　剛 議員

住民の要望に添った
道路整備を

な
ぜ
８
月
分
の

　
　
介
護
保
険
料
は
高
か
っ
た
か

特
別
徴
収
の
仕
組
み
で
や
む
を
得
な
い

費用面の問題はあるが
できる限り整備していく

問　
町
道
百
々
―
安
井

線
は
、
民
家
が
多
く

対
向
車
と
行
き
違
う
の
が

難
し
い
状
況
が
あ
る
。

　
拡
幅
が
で
き
る
範
囲
は

拡
幅
を
、
で
き
な
い
範
囲

に
待
避
所
設
置
は
で
き
な

い
か
。

答
國
宗
柵
原
総
合
支
所

産
業
建
設
課
長

　

用
地
取
得
の
問
題
や
予

算
確
保
が
非
常
に
厳
し
い

が
、
今
後
、
待
避
所
の
設

置
、
交
差
点
部
分
の
改
良

に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い

き
た
い
。

答
定
本
町
長

　

直
角
に
な
っ
て
い

る
交
差
点
部
分
を
地
権
者

に
お
願
い
し
、
回
り
や
す

く
す
る
方
向
で
や
り
た
い
。

問　
旭
地
域
へ
行
く
場

合
、
現
在
は
津
山
市

を
通
過
し
て
い
る
が
、
中

央
地
域
か
ら
直
接
行
け
る

よ
う
な
町
道
、
県
道
の
整

備
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
矢
木
建
設
課
長

　

今
年
度
か
ら
起
債

事
業
で
西
尾
線
の
改
良
工

事
１
，
２
０
０
ｍ
を
計
画

し
て
い
る
。
西
尾
線
の
改

良
が
で
き
る
と
旭
地
域
か

ら
中
央
地
域
に
向
け
、
安

全
で
ス
ム
ー
ズ
な
道
路
交

通
の
確
保
が
あ
る
程
度
で

き
る
と
考
え
て
い
る
。

　

県
道
２
路
線
の
整
備
に

つい
て
は
、
毎
年
度
当
初
に

要
望
書
を
提
出
し
て
い
る
。

問　
介
護
保
険
料
が

高
く
な
っ
た
が
、そ

の
仕
組
み
を
町
民
に
わ

か
り
や
す
く
説
明
を
。

答
桑
元
健
康
福
祉
課
長

　

27
年
度
か
ら
第
６

期
の
介
護
保
険
事
業
に
入

る
が
、
保
険
料
が
上
が
り
、

い
ろ
い
ろ
な
機
会
で
説
明

を
重
ね
て
、
地
域
で
要
望

が
あ
れ
ば
出
向
い
て
い
る
。

　

６
月
で
な
い
と
前
年

の
所
得
が
確
定
せ
ず
介

護
保
険
料
が
決
ま
ら
な

い
た
め
、
４
月
、
６
月
の

年
金
支
給
月
に
は
、２
月

と
同
じ
金
額
が
年
金
か

ら
控
除
さ
れ
る
。

　

６
月
に
介
護
保
険
料

が
決
定
し
、そ
れ
に
基
づ

き
８
月
の
年
金
か
ら

４
・
６
月
の
差
額
分
も

追
加
さ
れ
て
控
除
さ
れ

る
た
め
、８
月
分
の
控
除

額
が
大
き
く
な
っ
た
。

　

10
月
分
か
ら
は
８
月
の

控
除
額
よ
り
は
下
が
る
。

答
定
本
町
長

　

年
金
額
の
低
下
、

介
護
保
険
料
の
値
上
が

り
に
よ
り
生
活
を
圧
迫

す
る
状
況
に
あ
る
。

　

高
齢
者
福
祉
の
観
点

か
ら
65
歳
以
上
の
５
，７

０
０
人
に
、
来
年
度
、
平

等
に
給
付
金
を
支
給
す

る
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

町政を問う
一般質問

質問

答弁

町政を問う
一般質問

質問

答弁

議員はお祭りへの寄付や差し入れが禁止されています。

生活道路の改善を

差額分
差額分差額分 差額分

改定増額分

1期 4月 2期 6月 3期 8月 4期 10月 5期 12月 6期 2月

介護保険料特別徴収のイメージ

仮徴収期間

新たに仮徴収が始まる場合は昨
年度の基準額から計算されます。

本徴収期間の保険料は
保険料年額−仮徴収期間の保険料÷3
100円未満は切り捨て、端数は10月分に含める。

本徴収期間

昨年度2月
の保険料

本算定に
より増減昨年度2月

の保険料

これまでの
保険料

凡例

これまでの
保険料

差額分

8月の保険料は
（保険料年額÷2）−（4月、6月保険料）

100円未満の端数は切り捨て

8月で調整されます。
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通学路の危険を
取り除く努力を

危険箇所整備については
その都度要望すべき

関係者と協議し検討していく

優先順位を再検討し提出する

問　
小
原
か
ら
加
美
小

学
校
へ
の
通
学
路
が
完

成
し
た
が
、
ガ
ー
ド
パ
イ
プ

の
設
置
が
な
い
箇
所
が
あ
る
。

　
深
さ
が
２
ｍ
を
超
え
る

コ
ン
ク
リ
ー
ト
側
溝
が
あ

り
、
大
変
危
険
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
危
険
極
ま
り

な
い
箇
所
に
、
な
ぜ
ガ
ー

ド
パ
イ
プ
が
設
置
さ
れ
て

い
な
い
の
か
。

答
矢
木
建
設
課
長

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
擁

壁
の
下
に
は
農
業
用
の
大

型
水
路
が
施
工
さ
れ
て
い

る
が
、
通
学
路
と
し
て
危

険
だ
と
の
指
摘
も
あ
る
。

　

教
育
委
員
会
、
農
家
と

協
議
を
し
、
ガ
ー
ド
パ
イ

プ
設
置
を
検
討
し
て
い
く
。

問　
原
田
上
町
か
ら
加

美
橋
に
か
け
て
防
犯

灯
が
な
く
、
通
学
路
と
し

て
大
変
危
険
で
あ
る
。

　
ま
た
、
柵
原
地
域
の
み

通
学
路
の
防
犯
灯
管
理
を

町
が
行
っ
て
い
る
。
統
一

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
石
戸
教
育
総
務
課
長

　

約
４
０
０ｍ
の
区
間

が
通
学
路
で
あ
り
、
高
校

生
、一般
の
人
も
徒
歩
や
自

転
車
で
通
行
し
て
い
る
。

　

県
道
の
た
め
自
治
会
長
、

県
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

答
定
本
町
長

　

柵
原
地
域
の
通
学

路
防
犯
灯
を
管
理
し
て
い

る
が
、
他
の
件
も
含
め
て

徐
々
に
標
準
化
し
て
い
く
。

問　
県
事
業
の
要
望
は

年
１
回
と
聞
い
て
い

る
が
、
随
時
要
望
で
き
な

い
か
。

　
特
に
県
道
大
戸
上
・
中

央
線
で
１
車
線
し
か
な
い

区
間
が
あ
り
、
事
故
も
多

発
し
て
い
る
。

　
原
田
・
新
城
・
金
堀
の

３
自
治
会
長
か
ら
要
望
が

出
さ
れ
て
い
る
と
聞
く
。

　
民
家
に
隣
接
す
る
危
険

な
河
川
堤
防
が
あ
っ
た
た

め
、
県
に
直
接
要
望
に
行

っ
た
と
こ
ろ
、
危
険
箇
所

が
あ
れ
ば
随
時
要
望
を
受

け
付
け
、
指
摘
の
箇
所
は

県
で
対
応
す
る
と
の
回
答

で
あ
っ
た
。

答
矢
木
建
設
課
長

　

緊
急
性
の
あ
る
も

の
か
ら
優
先
順
位
を
つ

け
、
年
１
回
要
望
し
て
い

る
。　

　

県
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
緊
急
性
の
あ
る
場
合

は
追
加
し
て
も
良
い
と
の

回
答
で
あ
っ
た
。

　

優
先
順
位
を
再
検
討
し

て
提
出
し
て
い
き
た
い
。

形井　圓 議員

議員や後援会が有料の挨拶広告を出すと処罰されます。

危険回避の取り組みを

要望には即時対応が望まれる
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岩野正則 議員

有害鳥獣対策に
今以上の取り組みを

町
が
元
気
に
な
る
取
り
組
み
を

本
町
に
合
っ
た
施
策
を
考
え
る

箱わなの効果を試行する

問　
有
害
鳥
獣
対
策
と
し

て
、
柵
、
ワ
ナ
な
ど
の

設
置
の
補
助
対
策
は
ど
う
か
。

　
ま
た
、
免
許
取
得
者
数
、

配
置
の
状
況
は
ど
う
か
。

答
畝
本
産
業
課
長

　

26
年
度
実
績
で

は
、
延
長
約
50
㎞
、
１
０

８
件
の
防
護
柵
が
町
内
に

設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

免
許
取
得
者
数
は
、
中

央
34
人
、
旭
44
人
、
柵
原

46
人
で
あ
る
。

　

26
年
度
は
、イ
ノ
シ
シ
、

シ
カ
を
合
わ
せ
て
１
，
１

０
０
頭
の
駆
除
で
あ
っ
た
。

　

改
め
て
、
免
許
取
得
方

法
な
ど
情
報
を
お
知
ら
せ

し
、
免
許
取
得
者
増
員
に

努
め
て
い
き
た
い
。

問
　

町
民
か
ら
、被
害
を
減

ら
し
て
ほ
し
い
と
願
う

悲
痛
な
叫
び
も
聞
い
て
い
る
。

　
今
以
上
の
取
り
組
み
、他

市
町
村
に
負
け
な
い
取
り

組
み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
定
本
町
長

　

箱
わ
な
を
試
行
し

て
も
ら
う
予
定
で
、
今
回

１
地
区
ご
と
の
猟
友
会
に

20
万
円
支
給
し
、
効
果
を

見
定
め
た
い
。

問　
免
許
取
得
者
の
高

齢
化
が
進
ん
で
い
る
。

　
担
当
職
員
、
議
員
に
も

さ
ら
に
努
力
し
、
免
許
取

得
を
応
援
す
べ
き
で
は
。

答
定
本
町
長

　

補
助
金
も
出
し
て

お
り
、
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

問　
食
堂
か
め
っ
ち
。

な
ど
か
ら
発
信
・

活
用
・
町
観
光
地
図
の

作
成
な
ど
集
客
の
現
状

と
目
標
は
。

答
畝
本
産
業
課
長

　
こ
れ
ま
で
観
光

地
図
が
入
っ
た
「
美
咲
黄

福
パス
」
を
作
成
し
て
お

り
、
２
回
増
刷
し
た
。

　

さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
新

橋
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョッ
プ
な

ど
活
用
し
集
客
に
努
め
る
。

問　
６
次
産
業
化
対

策
、
商
品
開
発
、

オ
フ
ィ
ス
誘
致
な
ど
、

補
助
制
度
の
充
実
を
図

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
畝
本
産
業
課
長

　

新
た
な
商
品
開

発
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

26
年
度
は
４
団
体
と
個

人
、
27
年
度
は
５
団
体
と

個
人
に
補
助
金
を
交
付
し
た
。

　

ぽ
っ
ぽ
ま
つ
り
で
６
次

化
専
用
ブ
ー
ス
を
設
け
、

Ｐ
Ｒ
や
消
費
者
の
志
向
な

ど
の
調
査
を
行
い
た
い
。

　

オ
フ
ィ
ス
誘
致
に
つ
い

て
は
、
商
工
会
、
関
係
部

署
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

問　
町
中
の
拠
点
づ
く

り
、
核
に
な
る
場
所

づ
く
り
の
検
討
が
早
急
に

必
要
で
は
。

答
定
本
町
長

　

国
が
、
小
さ
な
拠

点
の
中
に
商
店
、
病
院
な

ど
を
ま
と
め
た
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
を
目
指
す
政
策

転
換
を
進
め
て
お
り
、
こ

じ
ん
ま
り
と
し
た
町
づ
く

り
を
考
え
て
い
る
。

町政を問う
一般質問

質問

答弁

町政を問う
一般質問

質問

答弁

後援会が花環・香典・祝儀などを出すと処罰されます。

箱わなの効果はこのとおり！！

元気な美咲町の発信源
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マイナンバー制度の
メリットとは

地方交付税の減額は
緩和されないのか

役場に対する手続きが
簡素化される

６割程度緩和されると
想定している

問　
国
は
「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
法
」
を
平
成
25

年
５
月
に
成
立
さ
せ
た
。

　
今
年
10
月
に
は
国
民
一

人
一
人
に
個
人
番
号
が
通

知
さ
れ
、
来
年
１
月
か
ら

制
度
が
施
行
さ
れ
る
。

　
か
つ
て
夢
物
語
と
さ
れ

て
い
た
国
民
総
背
番
号
制

が
現
実
の
も
の
と
な
る
わ

け
だ
が
、
こ
の
制
度
が
住

民
に
も
た
ら
す
メ
リ
ッ
ト

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答
髙
田
住
民
課
長

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、

国
や
市
町
村
が
管
理
す
る

個
人
情
報
を
正
確
に
確
認

す
る
た
め
の
基
盤
と
な
る
。

　
こ
れ
を
確
立
さ
せ
る
こ

と
で
各
機
関
が
分
散
管
理

し
て
い
る
情
報
の
連
携
が
ス

ム
ー
ズ
と
な
り
、
住
民
の
利

便
性
向
上
、
行
政
の
効
率

化
に
結
び
つ
け
て
い
く
。

　

例
え
ば
、役
場
に
対
し
て

申
請
を
す
る
際
に
住
民
票

や
所
得
証
明
な
ど
の
書
類

を
取
得
す
る
必
要
が
あ
る

が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
利
用

す
れ
ば
こ
れ
が
不
要
と
な

り
、
手
数
料
を
負
担
し
な

く
て
よ
く
な
る
な
ど
の
メ
リ

ッ
ト
が
考
え
ら
れ
る
。

答
定
本
町
長

　

将
来
的
に
は
、
役

場
に
対
す
る
全
て
の
手
続

き
を
１
枚
の
カ
ー
ド
で
完
結

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
化

の
実
現
を
目
指
す
。

問　
本
町
の
歳
入
の
半

分
を
占
め
る
国
か
ら

の
地
方
交
付
税
は
26
年
度

は
54
億
円
で
あ
っ
た
が
、

合
併
特
例
が
終
了
し
た
27

年
度
か
ら
５
年
間
を
か
け

て
段
階
的
に
減
額
さ
れ
、

32
年
度
に
は
約
10
億
円
減

額
さ
れ
て
44
億
円
と
な
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　
総
務
省
で
は
、
あ
る
程

度
の
緩
和
策
を
検
討
し
て

い
る
よ
う
だ
が
、
現
時
点

で
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

答
木
谷
総
務
課
長

　

全
国
の
市
長
会
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
国
に

対
し
て
地
方
交
付
税
減
額

の
見
直
し
を
要
望
し
て
い
る
。

　

こ
れ
を
受
け
た
総
務
省

で
は
、
予
定
さ
れ
て
い
た

減
額
幅
を
６
割
程
度
緩
和

す
る
案
を
検
討
し
て
い
る
。

　

現
時
点
で
５
年
後
の
本

町
に
対
す
る
地
方
交
付
税

は
４
億
円
程
度
の
減
額
を

想
定
し
て
い
る
。

問　
国
が
緩
和
策
を
検

討
し
て
い
る
の
で
あ

れ
ば
、
27
年
度
か
ら
減
額

さ
れ
た
美
咲
町
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
交
付
金
に
つ
い

て
見
直
す
考
え
は
な
い
か
。

答
定
本
町
長

　

27
年
度
か
ら
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
を

１
割
程
度
減
額
し
て
い
る
。

　

周
辺
の
類
似
団
体
と
整

合
性
を
採
っ
て
い
る
た
め

見
直
す
予
定
は
な
い
。

松田英二 議員

議員に対し、寄付を出すように勧誘や要求することは禁止されています。
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（億円）

普通交付税の推移

〜マイナンバー制度の内訳〜

住　　民

国のコンピューター

企　業 自治体
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松島　啓 議員

地域包括ケアシステムの
構築を

ご
み
の
分
別
、

　
　
　
排
出
方
法
の
徹
底
を

広
報
紙
や
冊
子
な
ど
で
周
知
す
る

医療と介護の各サービスを
連携させる

問　
介
護
保
険
制
度
の

仕
組
み
は
、
高
齢
者

な
ど
の
介
護
を
社
会
全
体

で
支
え
合
う
こ
と
で
、
そ

の
理
解
を
広
め
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

　
29
年
度
か
ら
の
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
に

向
け
て
の
理
念
お
よ
び
計

画
は
。

　
福
祉
用
具
貸
与
、
購
入

お
よ
び
居
宅
介
護
住
宅
改

修
な
ど
の
制
度
が
あ
る

が
、
申
請
か
ら
入
金
ま
で

時
間
が
か
か
り
高
齢
者
の

家
計
を
圧
迫
し
て
い
る
。

サ
ー
ビ
ス
向
上
の
面
か
ら

前
払
い
に
で
き
な
い
か
。

答
村
島
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
長

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
は
、
可
能
な
限
り
住
み

慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し

い
生
活
を
続
け
る
た
め

に
、
地
域
の
包
括
的
な
支

援
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
各

機
関
が
連
携
し
て
行
う
こ

と
で
あ
る
。

　

特
に
、
各
サ
ー
ビ
ス
間
の

連
携
不
足
、
情
報
収
集
不

足
が
問
題
で
、ま
ず
医
療
と

介
護
の
連
携
を
図
って
い
く
。

答
桑
元
健
康
福
祉
課
長

　

依
頼
が
あ
れ
ば
、

介
護
保
険
に
つ
い
て
説
明

に
出
向
い
て
い
る
。

　

近
隣
に
は
、
福
祉
用
具

の
貸
与
、
購
入
お
よ
び
住

宅
改
修
費
を
行
政
が
指
定

業
者
に
直
接
払
う
「
委
任

払
い
」
を
行
っ
て
い
る
自

治
体
も
あ
り
検
討
し
た
い
。

問　
27
年
12
月
か
ら
町

内
の
一
般
廃
棄
物
は

全
て
津
山
市
領
家
の
新
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
処
分

さ
れ
る
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
分
別
、

排
出
方
法
な
ど
が
変
わ

る
た
め
、町
内
各
地
域
で

説
明
会
が
行
わ
れ
た
。

　

説
明
会
の
状
況
お
よ

び
課
題
は
。

　
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

施
設
が
各
地
域
で
異
な
る

が
、
今
後
の
対
応
は
。

答
髙
田
住
民
課
長

　

町
内
各
地
域
で

説
明
会
を
行
い
、
多
数
の

参
加
が
あ
っ
た
。

　

今
後
は
、
広
報
紙
、
冊

子
、
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
で
分

別
方
法
な
ど
周
知
し
た
い
。

　

ゴ
ミ
ス
テ
ー
ション
は
、各

地
域
で
異
な
って
お
り
、
新

た
に
統
廃
合
す
る
場
合
の

補
助
金
、
既
存
の
施
設
整

備
に
は
原
材
料
支
給
な
ど

を
考
え
て
い
る
。

答
森
廣
柵
原
総
合
支
所
長

　

柵
原
地
域
の
場

合
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
燃

え
る
ゴ
ミ
の
収
集
を
月

に
６
回
実
施
し
て
い
る
。

　

制
度
が
変
更
に
な
っ

た
段
階
で
、
収
集
方
法
を

月
４
回
（
週
１
回
）
に
統

一
す
る
よ
う
に
説
明
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
、さ
ま
ざ
ま
な

課
題
や
疑
問
に
つ
い
て
も

随
時
対
応
し
て
い
く
。

町政を問う
一般質問

質問

答弁

町政を問う
一般質問

質問

答弁

有権者が威迫あるいは議員を陥れる目的で寄付を求めると処罰されます。

12月1日からゴミの出し方が変わります

ワンデイカフェでほっとひといき
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ふるさと納税に
美咲町ならではのお返しを

電気柵の安全使用の徹底を

専門家のノウハウも
取り入れ検討する

確認を進め注意喚起を
促していく

問　
近
隣
町
村
で
は
、

ふ
る
さ
と
納
税
で
６

次
産
業
な
ど
地
域
の
特
産

品
開
発
に
官
民
あ
げ
て
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
最
近
で
は
、
お
墓
の
掃

除
や
管
理
な
ど
も
ふ
る
さ

と
納
税
の
対
価
と
し
て
い

る
自
治
体
も
あ
る
よ
う
だ
。

　
全
国
発
信
の
原
動
力
に

な
る
よ
う
な
良
い
ア
イ
デ

ア
が
な
い
か
。

答
木
谷
総
務
課
長

　

今
年
度
は
、
27
年

８
月
末
現
在
で
、
53
件
、

１
６
２
万
円
の
ご
寄
附
が

あ
っ
た
。

　

い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア

を
出
し
、
他
市
町
村
並
に

返
礼
品
の
種
類
を
増
や
す

こ
と
、
申
し
出
者
の
負
担

を
少
な
く
す
る
制
度
の
導

入
が
重
要
だ
と
考
え
て
い

る
。答

岡
部
副
町
長

　

農
作
物
の
６
次
化

や
商
品
開
発
な
ど
を
進
め

て
ふ
る
さ
と
納
税
と
連
動

さ
せ
、
町
内
の
産
業
に
弾

み
が
つ
く
き
っ
か
け
と
な

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

問　
南
海
ト
ラ
フ
大
地

震
が
起
こ
っ
た
場

合
、
安
全
・
安
心
な
地
域

と
い
う
こ
と
で
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
対
価
と
し
て
、

一
時
避
難
場
所
を
提
供
す

る
な
ど
、
本
町
独
自
の
特

別
な
も
の
を
考
え
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

答
定
本
町
長

　

現
段
階
で
は
、
本

町
の
ピ
オ
ー
ネ
の
宣
伝
に

重
き
を
置
い
て
い
る
が
、

専
門
家
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
取

り
入
れ
て
商
品
開
発
の
相

談
も
し
た
い
。

問　
静
岡
県
西
伊
豆
で

不
幸
に
も
電
気
柵
に

よ
る
事
故
で
犠
牲
者
が
出

た
が
、
全
国
で
鳥
獣
被
害

に
苦
慮
し
、
電
気
柵
が
防

獣
対
策
と
し
て
使
用
さ
れ

て
い
る
。

　
本
町
で
も
電
気
柵
の
補

助
金
制
度
が
あ
る
が
、
申

請
時
な
ど
に
安
全
対
策
に

つ
い
て
十
分
な
説
明
を
し

て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
本
町
の
調
査
指

導
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
畝
本
産
業
課
長

　

電
気
柵
の
確
認
内

容
は
、
漏
電
防
止
装
置
と

危
険
告
知
看
板
の
有
無
で

あ
る
。

　

県
事
業
で
設
置
さ
れ
た

電
気
柵
は
調
査
済
み
で
、

違
反
行
為
は
な
か
っ
た
。

　

町
事
業
分
は
、
確
認
作

業
を
進
め
て
い
る
。

　

事
故
発
生
後
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
で
注
意

を
呼
び
か
け
、
新
た
な
設

置
者
に
向
け
て
は
、
電
気

柵
の
設
置
に
関
す
る
Ｑ
＆

Ａ
を
配
布
し
、
注
意
喚
起

し
て
い
く
。

山本宏治 議員

電気柵には近寄らない「あぶない」

ふるさと納税寄附実績
年度 件数 寄附金額

25年度 ７件 １,１３８,１１４円

26年度 １６件 ２,３３３,４５７円

27年度
（7月末現在） 53件 １,６２０,０００円
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金谷髙子 議員

柵原中学校その後の検討は

気
兼
ね
な
く
利
用
で
き
る

　
　
　
　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に

現
状
を
踏
ま
え
社
協
と
連
携
し
て
い
く

耐力度調査を早急に
実施していく

問　
柵
原
中
学
校
の
施

設
老
朽
化
が
著
し
く

進
ん
で
い
る
状
況
だ
。

　
26
年
度
も
緊
急
修
繕
費

が
１
千
万
円
か
か
っ
て
お

り
、
今
後
も
毎
年
修
繕
費

が
続
く
と
思
わ
れ
る
。

　
前
回
、
長
寿
命
化
か
移

転
新
築
か
と
の
質
問
に
対

し
、
調
査
を
す
る
と
い
う

答
弁
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

後
の
状
況
は
ど
う
か
。

答
泉
教
育
長

　

国
は
、
公
共
施
設

長
寿
命
化
の
方
針
を
示
し

て
い
る
。

　

ま
ず
、
校
舎
の
耐
力
度

調
査
を
実
施
し
、
共
同
調

理
場
の
老
朽
化
問
題
と
合

わ
せ
て
検
討
し
て
い
く
。

　

調
査
の
結
果
を
踏
ま
え

て
検
討
委
員
会
の
設
置
も

視
野
に
入
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、耐
力
度
の
数
値

が
基
準
値
を
上
回
る
と
、

国
・
県
か
ら
の
補
助
金
が

限
定
的
な
も
の
に
な
る
た

め
判
断
が
難
し
く
な
る
。

問　
国
は
来
年
度
か
ら

小
・
中
一
貫
校
の
制

度
化
を
導
入
す
る
。

　
本
町
の
将
来
展
望
の
中

で
小
・
中
一
貫
制
度
を
ど

の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
つ

も
り
な
の
か
。

答
泉
教
育
長

　

小
・
中
一
貫
校
に

つ
い
て
は
、
教
員
免
許
の

問
題
も
あ
り
、
今
す
ぐ
取

り
入
れ
る
こ
と
は
難
し
い

が
、
今
後
の
推
移
を
見
て

い
き
た
い
。

問　
本
町
は
岡
山
県

初
の
モ
デ
ル
事
業
と

し
て
安
心
生
活
創
造
事

業
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
養
成
さ
れ
た
サ
ポ
ー

タ
ー
は
、
本
格
的
に
地
域

の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活

動
さ
れ
て
い
る
が
、
養
成

講
座
の
受
講
人
数
と
役

割
は
。

　
生
活
援
助
を
利
用
す

れ
ば
有
料
と
聞
い
て
い

る
が
、利
用
は
あ
る
の
か
。

　
勝
央
町
で
は
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

が
で
き
て
い
る
が
、
本
町

と
し
て
の
取
り
組
み
は
。

答
村
島
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
長

　

受
講
人
数
は
約
４
０
０

人
。
登
録
者
数
は
中
央
地

域
１
２
４
人
、
旭
地
域
62

人
、柵
原
地
域
１
１
６
人
。

　

役
割
は
、
巡
回
訪
問
と

５
０
０
円
の
商
品
券
で
１

時
間
簡
単
な
生
活
支
援

を
し
て
も
ら
え
る
契
約
訪

問
の
２
つ
を
企
画
し
て
い
る
。

　

勝
央
町
は
有
料
で
、
サ

ポ
ー
ト
会
員
と
お
願
い

会
員
と
し
て
運
営
さ
れ

て
お
り
、
本
町
の
契
約
訪

問
と
似
て
い
る
。

　
チ
ラ
シ
な
ど
で
契
約
訪

問
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
た
が
利

用
希
望
の
実
情
と
合
わ

ず
、
現
在
利
用
は
な
い
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
と

連
携
し
、
新
し
い
総
合
事

業
と
の
兼
ね
合
い
も
考
え

な
が
ら
整
理
し
て
い
く
。

町政を問う
一般質問

質問

答弁

町政を問う
一般質問

質問

答弁

移転新築を待っている柵原中学校

サポーターさんと楽しい会話
　　　　　　　いつまでもお元気で
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質問

答弁
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公共施設の管理計画
策定はまだか

地元に残る人へも恩恵を

早急に策定し特例措置活用も
考える

地域で定住できる施策を検討

問　
国
か
ら
公
共
施
設

の
管
理
計
画
策
定
を

求
め
ら
れ
る
２
年
が
経
過

し
た
。

　
26
年
３
月
に
は
解
体
撤

去
を
検
討
と
答
弁
さ
れ
た

が
、
公
共
施
設
の
存
廃
は

住
民
に
と
っ
て
大
き
な
関

心
事
で
あ
る
。

　
そ
の
後
の
進
展
は
。

　
国
は
解
体
費
用
に
つ
い

て
特
例
で
地
方
債（
借
金
）

を
認
め
る
と
し
て
い
た
。

　
公
共
施
設
管
理
計
画
は

い
つ
策
定
で
き
る
の
か
。

答
畑
尾
ま
ち
づ
く
り
課
長

　

公
共
施
設
の
管
理

計
画
が
必
要
で
あ
り
、
28

年
度
中
に
建
物
、
橋
、
道

路
な
ど
含
め
て
人
口
動
向

を
予
測
し
、
総
合
管
理
計

画
の
策
定
を
進
め
て
い
る
。

　

統
廃
合
の
方
針
は
、
施

設
の
配
置
状
況
、
類
似
施

設
、
近
隣
町
村
の
施
設
状

況
を
考
え
る
。

　

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
の

観
点
か
ら
公
共
施
設
再
配

置
計
画
を
策
定
す
る
。

　

町
民
に
と
っ
て
も
大
き

な
関
心
事
で
あ
り
、
計
画

策
定
中
も
情
報
を
発
信

し
、
ご
理
解
を
い
た
だ
け

る
よ
う
努
め
る
。

　

国
の
特
例
措
置
は
29
年

度
ま
で
で
あ
り
、
早
急
に

総
合
管
理
計
画
を
策
定

し
、
必
要
な
ら
特
例
措
置

を
活
用
し
た
い
。

問　
移
住
定
住
支
援
事

業
は
具
体
的
に
、
町

営
分
譲
住
宅
団
地
等
購
入

補
助
金
、
賃
貸
住
宅
家
賃

補
助
が
あ
る
が
、
利
用
で

き
る
の
は
移
住
者
と
親
元

を
出
た
者
だ
け
で
あ
る
。

地
元
に
残
っ
て
親
と
同
居

す
る
者
に
は
恩
恵
は
な
い
。

　
人
づ
く
り
、
地
域
づ
く

り
を
唱
え
る
な
ら
、親
元
、

地
元
に
残
っ
た
人
に
も
活

用
で
き
る
事
業
を
考
え
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
畑
尾
ま
ち
づ
く
り
課
長

　

現
行
制
度
は
、家
を

持
た
な
い
人
が
家
を
建
て
る

際
の
財
政
的
支
援
策
で
あ
る
。

　

親
と
同
居
し
、
地
元
に

住
む
こ
と
は
、
地
域
活
動

や
住
民
に
安
心
感
が
で

き
、
有
益
だ
と
考
え
る
。

　

地
方
創
生
総
合
戦
略
の

中
で
検
討
し
、
提
案
し
て

い
き
た
い
。

答
髙
田
住
民
課
長

　

民
間
活
力
利
用
型

若
者
住
宅
施
策
の
家
賃
助

成
は
、
43
世
帯
で
約
６
４

５
万
円
で
あ
る
。

　

結
婚
後
に
、
親
元
を
離

れ
る
場
合
と
、
他
市
町
村

か
ら
転
入
さ
れ
る
場
合
の

二
通
り
あ
る
。

　

こ
の
家
賃
補
助
制
度
も

見
直
し
た
い
。

　

ま
た
、
時
間
を
要
す
る

だ
ろ
う
が
、
地
域
で
定
住

で
き
る
よ
う
な
施
策
を
検

討
し
て
み
た
い
。

岡田　壽 議員

団地には家が並ぶのだが…

いつまでできる、施設の維持管理
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美咲町初の
こども議会開催が決定しました

「こんな表情撮れたよ！」 「この笑顔どう！」
などなど、ぜひ議会広報編集特別委員会までお送りください。

　⃝写真の場合：709-3717  美咲町原田1735  議会事務局あて
　⃝データの場合：gikai@town.okayama-misaki.lg.jp まで
　⃝募集写真：0歳から中学校3年生までの美咲町内在住のお子様の写真

保護者の連絡先を明記の上、お送りください。議会だよりに掲載をお願いする場合、
ご連絡をさしあげます。

▶︎お尋ねは　　0868-66-1128（議会事務局）

日　時：平成27年12月10日（木）13：30〜
場　所：美咲町役場3階　議場

左から

米
よねもと

本 愛
あ い り

梨ちゃん

谷
たにかわ

川 陽
ひ な

菜ちゃん

金
かなだに

谷 小
こ ゆ き

雪ちゃん

岡
お か だ

田 雪
ゆ き な

菜ちゃん

左から

大
おおたに

谷 　榮
さかえ

ちゃん

河
かわむら

村 菜
な お

緒ちゃん

本
ほんがん

元 道
み ち こ

子ちゃん

安
や す い

井 琴
こ と り

梨ちゃん

城
き ど

戸 美
み さ き

咲ちゃん

草
く さ ち

地 朕
ち の

暖ちゃん

本
ほ ん だ

田 有
ゆ り な
理七ちゃん

うちの子みてみ
て！！

えっ？！
中学生が議員？！

◆かわいい巫
み こ

女さんたち
  （柵原西小学校）

◆笑顔はじける美咲中央V.B.C
  （美咲中央小学校）

42号表紙の6年生

【こども議員・こども議長】
美咲町内中学校の生徒会代表が町長に質問し
ます！

ご応募ありがとうございました。 次回もお待ちしています！！

美咲町10周年記念事業
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紅
葉
だ
よ
り

が
聞
か
れ
、
ス
ト

ー
ブ
の
暖
が
恋
し

い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

美
咲
の
豊
か
な
自
然
に

包
ま
れ
た
生
活
は
、
心
の

中
ま
で
暖
か
さ
を
与
え
て

く
れ
ま
す
。

　

美
咲
町
議
会
も
合
併
10

周
年
を
迎
え
、
よ
り
町
民

に
信
頼
さ
れ
る
開
か
れ
た

議
会
を
目
指
し
、
日
々
活

動
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
私
達
広
報
編
集

特
別
委
員
会
の
委
員
も
こ

の
２
年
半
色
々
な
研
修
に

参
加
し
、
研
究
と
検
討
を

重
ね
、
今
回
、
こ
の
議
会

だ
よ
り
42
号
を
皆
様
に
お

届
け
い
た
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
町
民
の

皆
様
に
親
し
ん
で
読
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
な
色
々
な

企
画
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
か

ら
の
建
設
的
な
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

（
延
原
記
）

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長
　
松
田
　
英
二

副
委
員
長
　
金
谷
　
髙
子

左
居
　
喜
次

山
　
　
剛

延
原
　
正
憲

江
原
　
耕
司

町民の皆さんこんにちは
サークル紹介
第23回

心も
体もさ

わやかに

美
咲
町
体
育
協
会

　
中
央
支
部
テ
ニ
ス
部

　昭和55年頃から活動しています。
●いつ頃から活動していますか●

　ゲームに集中することにより、ストレ
ス解消になります。

●楽しいことは何ですか●

　毎週火・金曜日の月8回程度を目標に活
動しています。

●どんな活動をしていますか●

　年代に関係なく、長くテニスが楽しめる
ように活動したいです。

●これからの活動は●

　主にシルバー世代を中心に15人程度
です。

●メンバー構成は●

　スポーツの振興にご理解をお願いした
いです。

●議会に一言●

　シルバー世代の健康の保持を目的に活
動しています。

●活動を始めたきっかけは●

元気に歳を重ね
健康年齢を高めて下さい


